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夏合宿！きれいな芝生に隠された秘密
と第 26 回日本フィルセミナー
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

問い合わせ先　住民企画課　企画係 14 番窓口　☎ 77 － 8374
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　津別町の夏の風物詩といえば合宿。日本全国からラグビーやサッカーチーム等が訪れ合宿を行っています。
津別町合宿の魅力の一つが「芝」。青々と育つ芝生に隠された、津別町ならではのメリットとは？
　また、津別町はスポーツの合宿だけではなく、文化的な合宿も行われています。その一つが今年で 26 回
目を迎えた「日本フィルセミナー」。日本トップクラスの交響楽団「日本フィルハーモニー交響楽団」の音
楽家たちと、アマチュアの音楽家たちが津別町に集結し、オーケストラを結成。2 泊 3 日の行程で音楽を作
り上げ、最終日にはコンサートまで行う取り組みです。26 回目の開催に密着しました。ぜひご覧ください。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）す
ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふ
るさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年
後 20 年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の Web
サイトや道東テレビ、YouTube 等で公開いたします。また、さ
んさん館、津別病院、道の駅あいおいに設置された「デジタルサ
イネージ（映像看板）」でも視聴することができます。※タウン
ニュースつべつは、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

自然を大切にする心を養う
木に触れて学ぶ木育授業を実施

　９月２０日、小学３年生・５年生を対象に、児童の
木材に対する親しみや木の文化への理解を深めること
を目的とした木育授業が行われました。
　講師に木工デザイナーの煙山泰子さんを招き、子ど
もたちは木を通じて多くのことを学びました。

オーケストラの迫力とハーモニー
日本フィルセミナーコンサート開催

　全国から参加したアマチュア演奏家を指導する「つ
べつ日本フィルセミナー」が今年も開催。８月２７日
には、その集大成である「第２６回日本フィルセミナー
コンサート」が中央公民館で行われ、観客はオーケス
トラの迫力と美しいハーモニーを満喫しました。

津別の小麦で給食を彩る
津別産小麦を使用した手廷素麺を給食で提供

　９月５日、津別町農業協同組合から教育委員会に津
別産小麦を使用した手廷素麺２７キロが寄贈されまし
た。９月８日の学校給食で冷やし素麵として提供され、
給食を食べた子どもたちは美味しかったと笑顔を見せ
ていました。

科学体験で驚きと感動が広がる
北海道立教育研究所が特別授業を実施

　９月１４日、北海道立教育研究所附属理科教育セン
ターの協力のもと、小学５年生・６年生を対象とした
科学体験の特別授業が行われました。マイナス１９６
度の液体窒素や静電気の実験など、初めての体験に子
どもたちは驚嘆の声を上げていました。
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育児休業から復帰し、
役場で町の仕事サイト

「ワーク IN ツベツ」の
取材を担当します。

小塚 翔子




